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表紙写真：平成 30 年度夏期休暇実習の様子 

 表紙写真は、９月３日から５日間、福井大学から１０名、九州工業大学から

２名の学生を受け入れ、現在、原子炉廃止措置への応用を目指し研究開発を進

めているレーザー溶断技術を学習テーマに、夏期休暇実習を行った。実習生

は、レーザー溶断実験と計算機シミュレーションを行い、レーザーパワーなど

のパラメータが溶断特性に与える影響などを評価し、最終日には実習成果を発

表し、レーザー応用研究グループの研究員を交えた活発な討論を行った。 

また、ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点と量子科学研究開発

機構の施設見学も行い、レーザーの基礎から廃止措置への応用まで幅広く学ん

でいただいた。 
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1. 成果報告書出版にあたって 

 

本年 4 月の組織変更により、敦賀総合研究開発センターが新たに発足した。同センター

は、敦賀拠点において、高速増殖原型炉もんじゅの開発成果の取りまとめを含めた知識の

体系化やその利用促進、高速炉工学としての知識、ナトリウム取扱い、保守及び廃止措置

に関する研修の計画と実施、ナトリウム機器解体など高速炉特有の廃止措置に関する技術

開発、原子力施設への応用を目指したレーザー技術開発、もんじゅおよび新型転換炉ふげ

んの廃止措置に係る技術開発を行うための中核組織として位置づけられた。また国際協力

の推進として国内外の機関との研究協力、研究者受入れ、国際的な人材育成のための研修

支援、海外の原子力技術情報の収集および提供を行うとともに、地域社会との連携として、

福井県が進める「エネルギー研究開発拠点化計画」への協力、中部・西日本地区の大学・

研究機関などとの研究協力の推進、小・中・高等学校などへの環境・エネルギー・原子力

などに関する教育支援、当機構施設および研究開発成果の外部利用の促進までを所掌する。 

 

旧レーザー共同研究所は、敦賀総合研究開発センター傘下のレーザー・革新技術共同研

究所内に組織されたレーザー応用研究グループとして再出発を果たした。旧レーザー共同

研究所は、平成 21 年 9 月の設立以来、主に原子力分野、産業分野、医療分野などへのレー

ザー技術の応用研究を 9 年に亘って進めて来た。この間、公益財団法人 若狭湾エネルギ

ー研究センター、国立大学法人 福井大学、国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構

を初め、福井県、敦賀市、敦賀商工会議所などの地元自治体関係者や原子力機構内の関係

各部署からの支援を受けつつ研究開発を展開し、ここでの成果を「レーザー応用技術 産学

官連携成果報告会」の場で報告して来ている。これと並行して産学官との個別の共同研究

も進展し、研究成果の一部は産業界での製品高度化のツールとして利用されている状況に

ある。 

 

このような研究開発を進める中、平成 26 年度からは内閣府が進める戦略的イノベーショ

ン創造プログラム (SIP) の内、新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) を管理法人

とする革新的設計生産技術に係る公募研究「高付加価値設計・製造を実現するレーザーコ

ーティング技術の研究開発 (大阪大学との共同提案)」を開始し、本年度末には 5年間の活

動を終了する。また平成 28 年 12 月には、文部科学省による「地域科学技術実証拠点整備

事業」として、「ふくいスマートデコミッションイング技術実証拠点 (福井県、福井大学、

若狭湾エネルギー研究センターとの共同提案)」が採択され、原子炉廃止措置技術研究の中

心となる施設が平成 30 年 3 月末に完成し、同年 6 月 16 日の開所式を以て本格運用を開始

した。 

 

 以上のように旧レーザー共同研究所のこれまで研究成果が対外的に評価されつつある中

で、研究開発テーマは、基礎・基盤的なスタンスを保ちつつも産学官での利用を念頭に置

いた、応用面を意識・強調したものに変遷しつつある。この代表的な研究開発成果が、レ
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ーザー加工プロセスの適応制御アルゴリズムの実証試験であり、更にはレーザー加工プロ

セスの計算科学シミュレーションコードの産学官での実利用である。 

 

 今後とも新装なったレーザー応用研究グループにおいてレーザー応用技術に係る研究開

発を進めてゆくにあたっては、産学官との連携、特にモノづくり分野との接点を持つ業界

からの協力に負うところが非常に大きい。今後も皆様方からの一層のご支援、ご協力をお

願いする次第である。 

  

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

高速炉・新型炉研究開発部門 

敦賀総合研究開発センター 

レーザー・革新技術共同研究所 

レーザー応用研究グループ GL 村松 壽晴 
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2. 組織 

 

 

 

平成 30 年 10 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

高速炉・新型炉研究開発部門  

敦 賀 総 合 研 究 開 発 セ ン タ ー 

拠 点 化 推 進 室 

高 速 炉 プ ラ ン ト 技 術 開 発 部 

レーザー・革新技術共同研究所 
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3. 活動状況 

3.1. 研究開発の概要と研究紹介 

3.1.1. 平成 30 年度の動き 

 

平成 30 年度は、文部科学省による「地域科学技術実証拠点整備事業」として整備を進め

ていた「ふくいスマートデコミッショニング技術実証施設」が本格運用を開始する年であ

り、また同施設が敦賀総合研究開発センターの中心的な役割を果たすことが求められてい

ることから、関連する研究開発の更なる効率的推進を目指し、レーザー応用研究グループ

内に以下のチームを整備した。 

 

1) レーザー加工プロセス適応制御技術の研究開発チーム 

旧レーザー共同研究所の設立当初(平成 21 年)から進めてきたレーザー溶断プロセ

スに対する適応制御機能を、「ふくいスマートデコミッショニング技術実証施設」を

用いて実規模条件における性能を実証 

 

2) レーザー加工プロセス協調制御技術の研究開発チーム 

「ふくいスマートデコミッショニング技術実証施設」として整備した 3本の多自由

度ロボットから成るシステムの、ロボットヴィジョンを含めた協調制御アルゴリズ

ムの構築 

 

3) レーザー加工プロセス計算科学シミュレーションコード SPLICE 知識処理モデルの

研究開発チーム 

評価の対象とした問題の定性的な特徴などを、数値処理を行うこと無く抽出し、数

値解析により得られた結果の妥当性をチェックするためのアルゴリズムの構築 

 

4) レーザー加工プロセス計算科学シミュレーションコード SPLICE 数値処理モデルの

研究開発チーム 

レーザー加工プロセスの評価に必要な数学モデル、物理モデルなどの高度化 

 

 上記 4 チームの研究開発のベースとなる考え方は、平成

28 年に総合科学技術・イノベーション会議が、第 5期科学

技術基本計画として提唱した Society 5.0 (超スマート社

会)の実現にある。すなわち、サイバー空間(仮想空間)とフ

ィジカル空間(物理空間)を高度に融合したシステム(CPS : 

Cyber-Physical System) により、経済発展と社会的課題の

解決を両立する人間中心の社会を目指すもので、サイバー

空間に蓄積されるフィジカル空間からの膨大な情報を知識
 

図 知識処理概念 
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処理し、フィジカル空間の人間に様々な形でフィードバックしようとするものである。言

い換えれば、レーザー加工に関する熟練者や専門家が持つ知識、経験、ノウハウ、勘など

に基づいて行動をモデル化することでレーザー利用に対するハードルを下げ、レーザー加

工技術を産業界に更に浸透させることを目指すものである。     

 以上の基幹研究に加え、外部資金を利用した以下の研究を並行して実施中である。 

 

1) 「高付加価値設計・製造を実現するレーザーコーティング技術の研究開発」戦略的

イノベーション創造プログラム(SIP) 革新的設計生産技術 (2014～2018) 内閣府 

2) 「ワンチップ光制御デバイスによる革新的オプト産業の創出」地域イノベーショ

ン・エコシステム形成プログラム (2018～) 文部科学省 

3) 「異種材料溶接加工における残留応力等の低減に向けた研究開発」(2018～2019) 

中部電力株式会社 原子力安全技術研究所 

4) 「廃止措置 放射性二次廃棄物に起因する環境負荷の低減方策に係る研究開発」

(2018～) 原子力機構理事長裁量経費 
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3.1.2. 参考論文等の掲載 

 

業務に関する成果の内容をわかり易く紹介した論文および解説記事について、出版社・

関係者等の承諾を得た上で、次頁以降に掲載した。 

 

Ⅰ．レーザコーティングプロセスの計算科学シミュレーション 

レーザ加工学会誌 Vol.25, No2(2018) p21-p25 村松壽晴 

【平成 30年 10 月 18 日 一般社団法人 レーザ加工学会より許諾済】 

 

Ⅱ．レーザーコーティングシミュレーションコード SPLICE の開発とレーザー照射条件の 

   導出 

レーザー学会学術講演会第 38回年次大会講演予稿集 村松壽晴 

【平成 30年 10 月 12 日 一般社団法人 レーザー学会より許諾済】 

 

Ⅲ．放射光 X線イメージング法によるレーザー照射下金属粒溶融時空間分解計測 

レーザー学会学術講演会第 38回年次大会講演予稿集 

菖蒲敬久,城鮎美,安田良,小泉保行,水谷春樹,小林孝徳,村松壽晴 

【平成 30年 10 月 12 日 一般社団法人 レーザー学会より許諾済】 

 

Ⅳ．ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点の整備 

   ― 廃止措置技術実証試験センター（仮称）― 

Journal of RANDEC Vol.57(Mar.2018), p65-p74 

村松壽晴,佐野一哉,寺内誠 

【平成 30年 XX 月 XX 日 公益財団法人 原子力バックエンド推進センターより許諾済】 

 

Ⅴ．世界初！レーザーコーティング照射条件の施工前予測が可能なシステムを開発 

  ～ レーザー加工の職人技を身近な技術に ～ 

平成 30 年 6 月 15 日 記者会・クラブへのプレスリリース 

村松壽晴 

 

Ⅵ．溶かし切る、叩き割る！レーザー光により自在な切断が可能な制御装置を開発 

  ～ スマデコ環境を利用した性能実証へ ～ 

平成 30 年 6 月 15 日 記者会・クラブへのプレスリリース 

村松壽晴 

 

Ⅶ．平成 29 年度レーザー応用技術成果報告会を開催 

原子力機構 広報誌 「つるがの四季」No.117,p6 
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Ⅷ．廃止措置技術実証拠点「スマデコ」 3 設備が 6月から運用開始 

原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.118,p6 

 

Ⅸ．6月 16 日スマデコ開所式 

原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.118,p7 

 

Ⅹ．スマデコで原子炉本体解体工法の検証 

原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.119,p5 

 

Ⅺ．ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点 

「スマデコ」を企業や大学でご利用いただけます。 

原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.120,p6 
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Ⅰ．レーザコーティングプロセスの計算科学シミュレーション 
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レーザ加工学会誌 Vol.25, No2(2018) p21-p25 より転載  

【平成 30年 10 月 18 日 一般社団法人 レーザ加工学会より許諾済】 
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Ⅱ．レーザーコーティングシミュレーションコード SPLICE の開発とレーザー照射条件の導出 
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レーザー学会学術講演会第 38回年次大会講演予稿集 より転載 

【平成 30年 10 月 12 日 一般社団法人 レーザー学会より許諾済】 
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Ⅲ．放射光 X線イメージング法によるレーザー照射下金属粒溶融時空間分解計測 
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レーザー学会学術講演会第 38回年次大会講演予稿集 より転載 

【平成 30年 10 月 12 日 一般社団法人 レーザー学会より許諾済】 
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Ⅳ．ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点の整備 

   ― 廃止措置技術実証試験センター（仮称）― 
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Journal of RANDEC Vol.57(Mar.2018), p65-p74 より転載 

【平成 30年 10 月 24 日 公益財団法人 原子力バックエンド推進センターより許諾済】 
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Ⅴ．世界初！レーザーコーティング照射条件の施工前予測が可能なシステムを開発 

  ～ レーザー加工の職人技を身近な技術に ～ 
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平成 30 年 6 月 15 日 記者会・クラブへのプレスリリース 

村松壽晴 
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Ⅵ．溶かし切る、叩き割る！レーザー光により自在な切断が可能な制御装置を開発 

  ～ スマデコ環境を利用した性能実証へ ～ 
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平成 30 年 6 月 15 日 記者会・クラブへのプレスリリース 

村松壽晴 
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原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.117,p6 より転載 

Ⅶ．平成 29 年度レーザー応用技術成果報告会を開催 
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原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.118,p6 より転載 

Ⅷ．廃止措置技術実証拠点「スマデコ」 3 設備が 6月から運用開始 
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原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.118,p7 より転載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ．6月 16 日スマデコ開所式 
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原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.119,p5 より転載 

Ⅹ．スマデコで原子炉本体解体工法の検証 
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原子力機構 広報誌「つるがの四季」No.120,p6 より転載 

Ⅺ．ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点 

「スマデコ」を企業や大学でご利用いただけます 
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3.2. 成果報告会・セミナーの開催 

3.2.1. レーザー応用技術 産学官連携成果報告会（平成 29 年度） 

平成 29 年 11 月 21 日、22 日の二日間にわたり、プラント技術産学共同開発センター（ア

クアトム 3 階）「レーザー応用技術 産学官連携成果報告会（平成 29 年度）」を開催した。 

本成果報告会は敦賀連携推進センターの事業運営や研究成果を産学官連携協力推進の立場

で捉え、それらについて広く情報発信し、外的な評価を受けるとともに今後の事業の一層

の発展のための協力体制を構築することを目的としたものである。 

報告会の冒頭、主催者である原子力機構の田口副理事長・敦賀事業本部長の挨拶に続き、

共催者の量子科学研究開発機構 田島理事、若狭湾エネルギー研究センター 岩永専務理事

福井大学附属国際原子力工学研究所 安濃田所長の挨拶を頂いた。基調講演では福井大学産

学官連携本部長の米沢晋教授から、廃止措置技術として将来的に利用可能となる超小型化

した画像投影装置の開発と、これを眼鏡に装着したスマートグラスの実用化を目指した文

部科学省公募事業「ワンチップ光制御デバイスによる革新的オプト産業の創出」、福井工業

大学原子力技術応用工学科の来馬克美教授からは「福井県における産学官連携について（エ

ネルギー研究開発拠点化推進への期待）」と題した講演がなされた。 

「産業界との連携」、「研究開発法人・財団法人との連携」 「大学・学会との連携」のセ

ッションを設け、「産業界人の連携」では、地場産業界と共同開発した技術や装置について、

「研究開発法人・財団法人との連携」では、レーザー加工時の物理現象シミュレータ SPLICE

の応用事例や、高出力ファイバーレーザーを用いた応用技術の研究開発について、「大学・

学会との連携」ではレーザー技術を用いた最先端の研究成果について、外部招待講演６件

を含む計９件の報告と共に活発な議論を行った。また一昨年 12 月からの 1年間の成果を取

りまとめた成果報告書を配布するとともに、敦賀市内 3 箇所の見学ツアーを実施し、ナ・

デックス レーザ R&D センターの 100kW 高出力ファイバーレーザ装置、若狭湾エネルギー

研究センターのレーザー除染装置、原子力機構レーザー共同研究所のレーザー厚板溶断適

応制御システムを用いたデモを実施した。 

 

11 月 21 日：66 名 11 月 22 日：45 名 のべ参加者：73 名 

 

        

田口副理事長の主催者挨拶 量子科学技術研究開発機構 

田島理事の共催者挨拶 
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主催：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

共催：国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子ビーム科学研究部門 

関西光科学研究所、 

公益財団法人 若狭湾エネルギー研究センター、 

国立大学法人 福井大学附属国際原子力工学研究所 

後援：文部科学省、福井県、敦賀市、敦賀商工会議所 

場所：敦賀市 アクアトム 3 階 プラント技術産学共同開発センター 

講演内容一覧 

以下、敬称略 

【基調講演】 

司会：JAEA レーザー共同研究所 村松 壽晴  

1.ワンチップ光制御デバイスによる革新的オプト産業の創出 

福井大学 産学官連携本部 ：米沢 晋 

2.福井県における産学官連携について（エネルギー研究開発拠点化推進への期待） 

福井工業大学 原子力技術応用工学科 ：来馬 克美 

【報告】 

3.ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点の整備 

JAEA 敦賀連携推進センター ：山口 隆司 

【産業界との連携】 

座長：（公財）若狭湾エネルギー研究センター 高山 宏一  

4.多軸ロボット協調制御の現状  

（株）安川電機 ：益富 茂樹 

5.レーザー遮光カーテンの開発と利用 

ウラセ（株） ：針井 智明 

6.スマデコ・レーザー加工高度化フィールドの概要 

JAEA レーザー共同研究所 ：村松 壽晴 

福井大学付属国際原子力工学研究所 

安濃田所長の共催者挨拶 

若狭湾エネルギー研究センター 

岩永専務理事の共催者挨拶 
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【研究開発法人・財団法人との連携】 

座長：レーザー技術総合研究所 井澤 靖和  

7.QST における社会実装に向けたレーザー応用研究の進展 

量子科学技術研究開発機構 ：越智 義浩 

8.30kW ファイバーレーザーによる厚板切断試験 

（公財）若狭湾エネルギー研究センター ：門脇 春彦 

9.金属材料レーザー加工時の放射光 X線イメージング観察 

JAEA 物質科学研究センター ：菖蒲 敬久 

10.SPLICE コードの活用によるレーザーコーティング技術の開発 

石川県工業試験場 ：舟田 義則 

11.多機能レーザー加工ヘッド用 3D レーザースキャナの対放射線性試験 

量子科学技術研究開発機構 ：阿部 浩之 

12.福井県におけるレーザー関連技術ものづくり 

JAEA レーザー共同研究所 ：西村 昭彦 

 

【大学・学会との連携】 

座長：JAEA レーザー共同研究所 西村 昭彦  

13.レーザーディスプレイのための超小型光学エンジンの研究開発 

福井大学 ：勝山 俊夫 

14.レーザークリーニングによる鋼構造物のメンテナンス  

光産業創成大学院大学 ：藤田 和久 

15.高温燃焼ガス・鋼材を対象とした遠隔 LIBS オンライン分析 

徳島大学 ：出口 祥啓 

16.コンクリート構造物の高経年化・火災時の劣化について 

東京理科大学 ：兼松 学 

17.レーザーによる配管補修とその関連 

JAEA レーザー共同研究所 ：古澤 彰憲 

18.文部科学省 エネルギー対策特別会計委託事「ナトリウム冷却高速炉における格納容器破損防

止対策の有効性評価技術の開発」での活動の紹介 

福井大学 ：宇埜 正美 
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3.3. 各種検討会・見学会の実施 

3.3.1. レーザー・革新技術共同研究所 御見学 

平成 30 年度は公的機関や民間企業を含めて計 81 件の施設見学の受け入れを実施した。

その中から代表的なものを抜粋して以下に紹介する。 

 

○光産業創成大学院大学 御見学 

・見学日：平成 30 年 2 月 16 日（金）16：00～ 

・見学者：光産業創成大学院大学御一行 

  

 

○廃止措置セミナー 御見学 

・見学日：平成 30 年 3 月 15 日（木）9：30～ 

・見学者：廃止措置セミナー参加者御一行 
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○敦賀商工会議所 御見学 

・見学日：平成 30 年 5 月 22 日（木）14：00～ 

・見学者：敦賀商工会議所御一行 

 

 

 

〇三浦参議院議員 御見学 

・見学日：平成 30 年 10 月 22 日（月）14：00～ 

・見学者：三浦参議院議員御一行 
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〇ふげん廃止措置技術専門委員会 御見学 

・見学日：平成 30 年 10 月 25 日（木）15：25～ 

・見学者：ふげん廃止措置技術専門委員会御一行 

 

 

 

〇第 14 次原子力機構モニター・福井 御見学 

・見学日：平成 30 年 11 月 5 日（月）10：30～ 

・見学者：第 14 次原子力機構モニター・福井参加者御一行 
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3.4. レーザー技術の普及、人材育成への貢献 

3.4.1. 夏期休暇実習生の受入 

 

実習テーマ：原子炉廃止措置のためのレーザー溶断技術高度化に係る実験および数値解析

に関する実習 

実 施 日：平成 30 年 9 月 3 日（月）～9月 7日（金） 計 5日間 

時 間：9：00～17：00 

場 所：日本原子力研究開発機構 高速炉・新型炉研究開発部門 敦賀総合研究開発

センター レーザー・革新技術共同研究所 他 

参 加 者：福井大学 10 名 九州工業大学 2 名 

 

内 容： 

本テーマではレーザー加工の基礎となる光学やレーザー溶断技術について学び、実験と

計算機シミュレーションの両面から、各種のパラメータがレーザー溶断の特性・溶断面の

品質に影響を与えることを体験・実習した。実験とシミュレーションの特徴を理解し、両

手法を相補的に用いることが、レーザーの吸収・散乱、熱伝導、溶融、凝固といった複数

の物理現象の結果なされるレーザー溶断の高品質化を実現するうえで重要であることを学

習した。 

量子科学技術研究開発機構のフェムト秒レーザー装置の見学を通じて、先進的な光技術

について学習し、スマートデコミッショニング実証施設では廃止措置に必要となるレーザ

ー技術について見学と設備の体験学習を行った。 

スケジュール： 

月 日 時 間 実習内容 

9 月 3 日 

（月） 

--：-- --：-- - 

13：00 15：00 開講式・レーザー安全教育 

15：00 17：00 レーザー技術の講義 

9 月 4 日 

（火） 

9：00 12：00 レーザー切断実習・SPLICE 実習① 

13：00 16：30 レーザー切断実習・SPLICE 実習② 

16：30 17：00 実習内容のまとめ 

9 月 5 日 

（水） 

9：00 12：00 バス移動 

13：00 16：30 量子科学技術研究開発機構 施設見学 

16：30 17：00 量子科学技術研究開発機構 施設見学 

9 月 6 日 

（木） 

9：00 12：00 レーザー切断実習・SPLICE 実習③ 

13：00 15：00 レーザー切断実習・SPLICE 実習④ 

15：00 17：00 スマートデコミッショニング実証施設見学・体験 

9 月 7 日 

（金） 

9：00 10：00 実習内容のまとめと発表準備 

10：00 12：00 発表・閉講式 

--：-- --：-- - 
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レーザー切断実習における試験片の切断面を観察する学生らの様子 

 

 
SPLICE を用いてレーザー照射下の金属の溶融挙動を解析する学生らの様子 
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3.5. 表彰 

本年度は、業務に関し以下の表彰を受けた。 

 

 国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 理事長表彰【研究開発功績賞】を受賞 

受 賞 日 ：平成 30 年 10 月 1 日 月曜日 

受賞件名 ：レーザーコーティングにおける入熱制御技術の研究開発 

受 賞 者 ：戦略的イノベーション創造プログラム (SIP)レーザーコーティング基礎

現象解明グループ 

 

 村松 壽晴， 菖蒲 敬久， 吉氏 崇浩 

  

要  旨 ：内閣府が進める SIP 国家プロジェクトにおいて、レーザーコーティングを

行う際の入熱制御技術を確立し、その成果を装置設計に的確に反映するた

め、原子力機構が独自に開発したレーザー加工プロセス計算科学シミュレ

ーションコード SPLICE と大型放射光施設 SPring-8 からの高輝度放射光 X

線を利用したレーザーコーティング基礎現象の解明に係る研究開発を実

施した。更に、レーザーコーティングを行う際の膜厚、溶け込み深さなど

の要求仕様に応じたレーザー照射条件の適切化を効率的に行うことがで

きるよう、SPLICE コードをディジタルモックアップ装置として利用する評

価システムを構築した。これにより、レーザーコーティング施工者は、対

象とする加工プロセスを設計空間として可視化することが可能となり、レ

ーザー照射条件の設定に掛かる時間などを大幅に短縮することを可能と

した。 

 

 国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 理事長表彰【模範賞】を受賞 

受 賞 日 ：平成 30 年 10 月 1 日 月曜日 

受賞件名 ：ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点の整備完遂 

受 賞 者 ：スマデコ実証拠点整備グループ 

 

 寺内 誠、 岡田 学、 山口 隆司、 村松 壽晴、 水谷 春樹、  

尾崎 信治、 竹内 雅昭、 佐野 一哉、 中村 保之、岩井 紘基、 

水井 宏之、 岩井 正樹、 藤枝 定男、 新井 裕一、 山下 良一、

岡本 久彦、 中野 申一、 竹仲 由加里、 中川 奈那 

  

要  旨 ：平成 28 年度の文部科学省の支援施策である「地域科学技術実証拠点整備

事業」の公募事業に関するものである。「もんじゅ」の廃止措置に関する

基本的な計画において、地元雇用や地元経済に大きな影響を与えないよう、

地元企業の参入促進や雇用拡大に向け、廃止措置関連業務の計画に関連す
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る情報提供や技術交流等を行い、地域振興の取組みに貢献することとして

いる。このため、「ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点」（以

下「スマデコ」と略す。）を整備し、地元企業がスマデコを利用すること

により、廃止措置に必要となる技術の習得や、新たな技術の開発を行うこ

とを支援する拠点の整備を完遂し、拠点形成に大きく貢献した。 

スマデコは、以下の 3つのフィールドよりなる。

(1) 廃止措置解体技術検証フィールド：複合現実感（Mixed Reality:MR）

システムを利用してふげんのプラント内を実寸の臨場感で仮想体験

できる設備を整備。 

(2) レーザー加工高度化フィールド：レーザー光を熱源とする廃止措置

技術を高度化するため、様々な外界情報のモニタリング機能を備え

た多機能レーザー加工ヘッドや溶断性能を常に適切な状態に維持す

ることが可能な適応制御機能を搭載した 3 本の多自由度ロボットか

ら成る協調制御システム等を設置。

(3) 廃止措置モックアップ試験フィールド：水中および気中技術実証試

験エリアを有し、地元企業が自社開発した技術等のふげんで使用し

た実機材やモックアップ部材による検証・実証、さらに解体作業の

事前確認、体験・習得等の場として利用することができる。
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3.6. 各種記事 

3.6.1. 平成 29 年 11 月 22 日付福井新聞掲載記事 

 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.2. 平成 29 年 12 月 5 日付読売新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。



59 

3.6.3. 平成 30 年 6 月 17 日付中日新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.4. 平成 30 年 6 月 17 日付朝日新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.5. 平成 30 年 6 月 17 日付福井新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.6. 平成 30 年 6 月 17 日付日刊県民福井掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.7. 平成 30 年 6 月 17 日付毎日新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.8. 平成 30 年 6 月 18 日付日刊工業新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.9. 平成 30 年 6 月 18 日付日経産業新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.10. 平成 30 年 6 月 19 日付産経新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.11. 平成 30 年 6 月 20 日付電気新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.12. 平成 30 年 6 月 20 日付日刊工業新聞掲載記事 

 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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3.6.13. 平成 30 年 7 月 20 日付日刊工業新聞掲載記事 

setup
テキスト ボックス
この記事は著作権法上の都合により閲覧できません。
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4. 研究発表等リスト 

 論文発表（平成 29 年 11 月 1 日～平成 30 年 10 月 31 日）…2件 

No タイトルおよび掲載資料名 発行年月 著者 共著者 

1 ふくいスマートデコミッショニング技術実証 

拠点の整備; 廃止措置技術実証試験センター

(仮称) 

 デコミッショニング技報, (57), p.65 - 74 

2018 年 

3 月 

村松 壽晴 佐野 一哉、寺内 誠 

2 A Consideration on the use of shear waves 

to improve the sensitivity of an optical 

ultrasonic sensor for under-sodium 

viewers 

E-Journal of Advanced Maintenance 

(Internet), 10(2), p.1 - 8 

2018 年 

8 月 

猿田 晃一 白浜 卓馬、山口 智

彦、上田 雅司 

 

 会議等における論文発表（平成 29 年 11 月 1 日～平成 30 年 10 月 31 日）…4 件 

No タイトルおよび掲載資料名 発表年月 発表者 共同発表者 

1 放射光 X線イメージング法によるレーザー照

射下金属粒溶融時空間分解計測 

レーザー学会学術講演会第 38 回年次大会 

2018 年 

1 月 

菖蒲 敬久 小泉 保行、水谷 春

樹、村松壽晴 

2 レーザーコーティングシミュレーションコー

ド SPLICE の開発とレーザー照射条件の導出 

レーザー学会学術講演会第 38 回年次大会 

2018 年 

1 月 

村松 壽晴  

3 計算科学シミュレーションコード SPLICE によ

るレーザー溶融・凝固プロセスの評価 

第 89 回レーザ加工学会講演論文集 

2018 年 

5 月 

村松 壽晴  

4 レーザー溶融・凝固プロセス計算科学シミュ

レーションコード SPLICE を用いたレーザー照

射加工条件の導出 

日本機械学会 2018 年度年次大会講演論文集

(DVD-ROM), F01300(5) 

2018 年 

9 月 

村松 壽晴  
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 解説・特集記事など（平成 29 年 11 月 1 日～平成 30 年 10 月 31 日）…2 件 

No タイトルおよび掲載資料名 発表年月 発表者 共同発表者 

1 レーザー加工プロセスの計算科学シミュレー

ション 

光アライアンス, 28(12), p.31 - 35 

2017 年 

12 月 

村松 壽晴  

2 レーザコーティングプロセスの計算科学シミ

ュレーション 

レーザ加工学会誌, 25(2), p.81 - 85 

2018 年 

4 月 

村松 壽晴  

 

 

 口頭発表（平成 29 年 11 月 1 日～平成 30 年 10 月 31 日）…4件 

No タイトルおよび発表先会議名 発表年月 発表者 共同発表者 

1 高付加価値設計製造を実現するレーザーコーテ

ィング技術研究開発 -計算科学的手法によるレ

ーザーコーティングシミュレーション-  

2018 年国際ウェルディングショー 

2018 年 

4 月 

村松 壽晴  

2 「環境負荷低減を目指した革新的レーザー切断

技術」 

第 1回 JAEA 技術サロン 

2018 年 

8 月 

村松 壽晴  

3 「環境負荷低減を目指した革新的レーザー切断

技術」 

ピッチコンテスト 未来 2019 

2018 年 

12 月 

村松 壽晴  

4 「放射光高速イメージングによる金属溶融凝固

時空間分解計測」 

金属光造形複合加工医療機器フォーラム 

 第 14 回シンポジウム 

2018 年 

12 月 

菖蒲 敬久  
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 SPLICE コード外部利用リスト…7 件 

会社名 件名 実施期間 担当者 

株式会社 NESI 計算科学シミュレーションコードのユーザ

ビリティ向上に係わる研究 

平成 27 年度～ 村松壽晴 

石川県工業試験場 レーザーコーティングプロセスの定量化に

向けた数値解析的研究 

平成 28 年度～ 村松壽晴 

株式会社松浦機械製作所 金属光造形プロセスの定量化に向けた数値

解析的研究 

平成 28 年度～ 村松壽晴 

東京工業大学 レーザー照射条件と攪拌抵抗と現象論的解

釈に係る数値解析的研究 

平成 29 年度～ 村松壽晴 

九州工業大学 金属光造形加工プロセスの定量化に向けた

数値解析的研究 

平成 29 年度～ 村松壽晴 

福井県工業技術センター 金属光造形加工プロセスの定量化に向けた

数値解析的研究 

平成 29 年度～ 村松壽晴 

光産業創成大学院大学 光加工プロセスの現象論的解釈に係る数値

解析的研究 

平成 30 年度～ 村松壽晴 

 

 

 

 平成 30 年度共同研究リスト…9件 

共同研究先 件名 実施期間 担当者 

株式会社 NESI 計算科学シミュレーションコードの

ユーザビリティ向上に関わる研究 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

若狭湾エネルギー研究センター 

株式会社ナ・デックス 

株式会社ナ・デックスプロダクツ 

原子炉構造物を対象としたレーザー

切断技術の確立に向けた研究 

 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

石川県工業試験場 レーザーによるコーティングプロセ

スの定量化に向けた数値解析的研究 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

大阪富士工業株式会社 モルテンプール型レーザーコーティ

ングプロセスの定量化に向けた数値

解析的研究 

 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

九州工業大学 金属光造形プロセスの定量化に向け

た数値解析的研究 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 
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 外部資金の取得状況…4 件 

No 研究題名 実施期間 担当者 

1 「高付加価値設計・製造を実現するレーザーコーティング技術の研究

開発」 

戦略的イノベーション創造プログラム, 

内閣府 

平成 25 年 

～ 

平成 30 年 

村松壽晴 

菖蒲敬久 

2 「ワンチップ光制御デバイスによる革新的オプト産業の創出」 

地域イノベーション・エコシステム形成プログラム, 

 文部科学省 

平成 30 年 

～ 

村松壽晴 

寺内 誠 

3 「異種材料溶接加工における残留応力等の低減に向けた研究開発」 

公募研究, 

中部電力株式会社 原子力安全技術研究所 

平成 30 年 

～ 

平成 31 年 

村松壽晴 

亀井直光 

菖蒲敬久 

4 「廃止措置 放射性二次廃棄物に起因する環境負荷の低減方策に係る

研究開発」 

 

原子力機構理事長裁量経費, 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

平成 30 年 村松壽晴 

猿田晃一 

亀井直光 

水谷春樹 

小泉保行 

 

 

 

 

 

 

 

古河電気工業株式会社 ファイバーレーザーを用いた材料加

工技術等の高度化に関する研究 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

作州機工株式会社 

津山工業高等専門学校 

人形峠環境技術センター 

異種鋼材レーザー溶接等加工技術の

高度化に関する研究 

 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

福井大学 

株式会社ナ・デックス 

株式会社ナ・デックスプロダクツ 

多自由度ロボット協調制御技術に係

る研究開発 

 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 

J-PARC 

株式会社ナ・デックス 

D-Laser 株式会社 

ファイバーレーザーを用いた水銀タ

ーゲット廃止措置技術の構築に係わ

る研究 

平成 30 年 4 月 

～ 

平成 31 年 3 月 

村松壽晴 
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5. 実験室整備状況 

 

アトムプラザにレーザー実験室を開設してから 9年が経過した。この間、敦賀事業本部

をはじめとする原子力機構内外のご支援の下、毎年設備の整備・拡充を図ってきた。平成

30 年度は文部科学省による地域科学技術実証拠点整備事業「ふくいスマートデコミッショ

ニング技術実証拠点整備」の一部として、レーザー加工高度化フィールド内へのロボット

協調・レーザー溶断適応制御システムおよびレーザー溶断評価 SPLICE コード用ワークステ

ーションシステムが整備され、6 月 16 日の開所式を以て本格運用を開始した。 

 

―レーザー加工高度化フィールド― 

１）ロボット協調・レーザー溶断適応制御システム 

２）レーザー溶断評価 SPLICE コード用ワークステーションシステム 

―――――――――――――――― 

３）フェムト秒レーザーシステム 

４）ピコ秒レーザー装置 

５）ナノ秒レーザー装置 
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１）ロボット協調・レーザー溶断適応制御システム 

 

「ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点」として整備したレーザー加工高度

化フィールドでは、レーザー光を熱源とする廃止措置技術の高度化を行うため、様々な外

界情報のモニタリング機能を備えた多機能レーザー加工ヘッドや溶断性能を常に適切な状

態に維持することが可能な適応制御機能を搭載した 3 本の多関節ロボットシステム(ロボ

ット協調・レーザー溶断適応制御システム)を設置し、これらを利用することによって加工

手順や作業工程の検討を進めることが可能となる。 

 

  

 

≪構成≫ 

 10kW ファイバーレーザー発振器 

 高軌跡精度ロボット 1 台 

 汎用性多関節ロボット 2 台 

 多機能レーザー加工ヘッド 

 適応制御システム 

 スパッタ回収装置 

  

10kW ファイバーレーザー発振器 
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２）レーザー溶断評価 SPLICE コード用ワークステーションシステム 

 

レーザー加工高度化フィールドの両輪をなすレーザー溶断評価用ワークステーション

システムでは、計算科学シミュレーションコード SPLICE による溶断シミュレーションに

より、溶断特性などの設計空間を事前に可視化し、レーザー照射条件などの検討を効率的

に行うことができる。また、レーザー加工や数値解析などの専門知識を持たない利用者で

も、数値解析条件などの入力や解析結果の図形処理などが簡単に行えるよう、専用のグラ

フィックユーザーインターフェースを導入している。SPLICE コードが実行出来るこれら

１０台のワークステーションにより、SPLICE コードで取り扱う溶融・凝固モデルなどの

研究開発も行うことができる。 

 
≪構成≫ 

 解析用ワークステーション 

型 式：Dell Precision T7910、  O S：CentOS7、 

C P U：デュアル インテル Xeon プロセッサー E5-2637 v4、 

メモリ：64GB 2400MHz DDR4 RDIMMECC、 H D D：1TB、 

台 数：8 台（並列解析可能） 

 ログインサーバー 

型 式：Dell Precision T3420、  O S：CentOS7、 

C P U：インテル Xeon プロセッサー E5-1225 v5、 

メモリ：16GB 2133MHz DDR4、  H D D：1TB、 

台 数：2 台（並列解析可能） 

 データ処理用 PC 

型 式：Dell Optiplex 3040、  O S：Windows10 Pro、 

C P U：インテル Core i5 プロセッサー 6500、 

メモリ：8GB 1600MHz DDR43L、  H D D：1TB、台数：2台 

 データ保存用ディスク 

型 式：QNAP TVS-471、HDD：8TB、 台 数：2台 

解析用ワークステーション 討議用大型スクリーン 

操作端末 
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３）フェムト秒レーザーシステム 

 

フェムト秒レーザーをはじめとする超短パルスレーザーは理科学分野での利用が主で

あるが、近年では材料を非加熱で加工できるという特徴などからシリコンウエハやサファ

イア基盤のダイシングを目的とした専用レーザー加工機が市販されている。しかし、その

産業分野への応用は未だ開拓途上である。 

市販のフェムト秒レーザーシステムはオールインワン化され、内部構造を把握すること

ができないが、当研究所で有するフェムト秒レーザーシステムは、元々理科学実験に用い

られていた一世代前の構成の装置群であるため内部構造が判りやすく用途に応じて手を加

えやすいといったメリットもある。基礎的なレーザー照射試験から、チャープパルス増幅

の原理を学びたい学生の実習などで活用することが可能である。 

 

 
 

≪構成≫ 

 フェムト秒レーザーシステム 

中心波長：790nm，パルス幅：150fs，出力：5mJ，繰返し動作：10Hz 

 

  

局所空調機 

パルス圧縮器 

パルス伸張器 

発振器 

フェムト秒レーザーシステム 

増幅器 
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４）ピコ秒レーザー装置 

 

一般にレーザーによる加工が加熱であるか非加熱であるかのパルス幅の目安は 20 ピコ

秒程度であるとされているが、近年では装置の小型化が進み、パルス伸張器や圧縮器など

を用いない単純な構造で、かつ非加熱加工が可能なレーザー光源として、10 ピコ秒前後の

パルス幅のレーザー発振器・加工機が様々なメーカーから発売されている。 

当研究所では、短パルスレーザーを用いたレーザー微細加工技術精度を向上させるため、

フェムト秒レーザー装置よりも出力安定性の高いピコ秒レーザー装置と高速位置決めステ

ージを導入し、これらが整備されている状況である。 

 

 
 

≪構成≫ 

 ピコ秒レーザー 

波長：1,031nm，パルス幅：3ps，出力：平均 5W，繰返し動作：100～300kHz 

 加工ステージ 

共焦点顕微鏡と高速直進ステージを組み合わせたレーザー微細加工用ステージ 

  

制御用機材・モニター クリーンブース付除振台 

ピコ秒レーザー装置 

レーザー微細加工用ステージ 
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５）ナノ秒レーザー装置 

 

Ｑスィッチ発振方式の Nd:YAG レーザーは、パルスレーザーの代表格として産業分野で

も幅広く使われており、金属材料への精密穴あけ加工の他、金属表面に応力腐食割れ防止

効果を付加するレーザーピーニングと呼ばれる表面改質加工などにも役立てられている。 

当研究所では、近赤外波長の基本波と可視波長の第二高調波の２波長のレーザー光を出

力可能な Nd:YAG レーザーに加え、ミラー・レンズなどを各種光学機器や位置決めステージ、

光ファイバーとのカップリング装置などを組み合わせることで、ナノ秒レーザーパルスを

使った精密加工やプラズマ分光分析への応用が可能である。 

 

 
 

≪構成≫ 

 ナノ秒レーザー 

波長：基本波 1,064nm／第 2高調波 532nm，パルス幅：6ns， 

出力：基本波 270mJ／第 2高調波 130mJ，繰返し動作：10Hz 

 光ファイバーカップリング装置 

 位置決めステージ 

 出力調整用や集光用の各種光学機器 

  

出力調整・集光用光学機

ナノ秒レーザー装置 

光ファイバーカップリング装置 
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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

敦賀総合研究開発センター レーザー・革新技術共同研究所 

レーザー応用研究グループ 

〒914-8585 福井県敦賀市木崎 65号 20 番地 

電話番号（研究所代表番号）：0770-21-5050 

ホームページ：http://www.jaea.go.jp/04/turuga/laser/index.html 




